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２００９年１１月

法 も づく 推進機構 法政大学NPO法人 ものづくりAPS推進機構／法政大学

西 岡 靖 之

もくじ

はじめにはじめに

現場発“ＩＴカイゼン”とは

“ＩＴカイゼン”ツール概要

デモンストレーション

現場での活用に向けて

おわりにおわりに



ものづくりAPS推進機構のご紹介

日本的ものづくりを生かす情報技術を開発し世界にむけて発信する

現場で生まれる知識やノウハウが活用可能なITのインフラを構築する現場で生まれる知識やノウハウが活用可能なITのインフラを構築する

情報連携によりアプリケーションを有機的につなぎ全体最適を実現する

２００１年 PSLXコンソーシアムが発足

【沿革】

APSサミット運営、各種セミナーの開催
標準仕様 開発 カイゼ 普及

主な活動主な活動

問題の

２００２年 スケジューラ連携の実証実験（IPA）

２００３年 PSLX技術仕様バージョン１の勧告

２００３年 国際標準への提案活動開始

２００６年 ＰＳＬＸ標準仕様バ ジョン２の勧告

標準仕様の開発、APS＆ITカイゼンの普及

PSLXプラットフォーム

標準仕様
の開発

共通部品
の開発

問題の
共有

２００６年 ＰＳＬＸ標準仕様バージョン２の勧告

２００６年 NPO法人へ組織変更

２００６年 IEC／ＩＳＯ国際標準が正式に採択

２００８年 PSLXプラットフォーム開発スタート
の開発 の開発

解決策の
普及

開発

２００９年 ITカイゼンツールの無償配布

法人会員：３１企業（団体）
PSLX標準仕様書V2

個人会員：２５名 （２００９年１０月現在）
PSLX標準仕様書V2

なぜ、製造業のＩＴ化が進まないか？

“ＩＴ”戦略
全社プロジ クト全社プロジェクト

ＤＢの統合ＤＢの統合
要求定義

現状分析



なぜ、製造業のＩＴ化が進まないか？

“ＩＴ”戦略
全社プロジ クト“ＩＴ戦略”の前に “ＩＴカイゼン”が先！全社プロジェクトＩＴ戦略 の前に、 ＩＴカイゼン が先！

ＤＢの統合
データの“統合”ではなく、“連携”が重要！

ＤＢの統合
要求定義

できることからスタート、走りながら考える！
現状分析

できる とからスタ ト、走りながら考える！

個別最適化の勧め

むしろ・・・
全体最適化

全体最適 部分最適
全体最適化

情報の流れ
個別最適部署間連携 ＋

“ＩＴカイゼン”

をよくする

ＡＰＳ（先進技術による
計画スケジューリング統合）

“ＩＴカイゼン”
の実施

工程間（部署間）のしなやかな連携に
より、企業競争力を向上させる手法

個別最適化個別最適化
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“ＩＴカイゼン”における７つのムダ

必要な情報を探すムダ

必要な情報の到着を待つムダ

不要な情報を生成するムダ不要な情報を生成するムダ

不正確な情報を修正するムダ

そもそも情報を蓄積するムダそもそも情報を蓄積するムダ

そもそも情報を伝達するムダ

情報の意味や精度を確認するムダ



ITカイゼンとは何か？

“ITカイゼン”とは、業務のムリ、ムダ、

ムラをなくすために、現場が中心とムラをなくすために、現場が中心と
なって情報の流れをよくすること。

ステップ１ ステップ２ ステップ３

情報構造の
見える化

情報の流れの
見える化

業務間・部門間
の情報連携見える化

５Ｓ（整理・整頓）

見える化

問題発見

の情報連携

問題解決

情報連携のさまざまな形態

①作業者中心の現場（労働集約型）

作業者 装置帳票
PSLX

②作業者と設備が協調した現場

PSLX
作業者

PSLX
装置情報機器

③自動化の進んだ現場

情報機器
PSLX

装置情報機器 装置



PSLXプラットフォーム

生産
管理

在庫
管理

品質
管理

設備
管理

PSLX
ｿﾌﾄｳｪｱ

ﾎﾟ ﾈ

PSLXｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｿﾌﾄｳｪｱ場発“ カ ゼ ”

PSLX関連書籍

M
E
S

E
D

管理 管理 管理 管理
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｿﾌﾄｳｪｱ現場発“ＩＴカイゼン”

マニュアル（全４部）

共通コンポーネント
実装マニュアル（全４部）

ＰＳＬＸ概念モデル

ＰＳＬＸオントロジー

S

Ｅ
Ｒ

I

P
D

実装マニュアル（全４部）

ＰＳＬＸ標準仕様書
Ｖ２（全６部）

ＯＡＳＩＳ ＰＰＳ仕様書

IEC/ISO 62264.3
OASIS PPS/CS1

Ｒ
Ｐ

D
M

業務機能パッケージビ
ジ

拠点レベル 人
間

製造
装置

個別
アプリ
ケーション

製造
装置

ＯＡＳＩＳ ＰＰＳ仕様書
（日本語版：全３部）

業務機能ブロック

業務アクティビティ

ジ
ネ
ス

作業区レベル

作業場レベル

間
系

装置

個別
アプリ
ケーション

サービス・コンポーネント

ソフトウェア・コンポーネント

ソ
フ
ト
ウ
ェ

生産要素レベル

制御要素レベル 機
械
系

生産情報

製品情報 工程情報

作業者

ソフトウェア実装
ェ
ア 物理要素レベル 系
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現場発“ＩＴカイゼン”ツール

Internet
凡例 個別の接続

設定ファイル Internet
BrowserPSLX/PPS メッセージ

設定ファイル

工場長
其の四

其の五
データ定義

ツール WWWサーバ
Microsoft 

Excel
PSLX 
簡易Ｗｅｂ
構築キット

其の五

RDBMS
PSLX情報連携

サーバ
PSLX/Excel
インタフェース

PSLX 
プログラム

班長

其の三
其の六

サ バインタフェ ス プログラム
サンプル集
（ソースコード）

其の二

ガントチャート
ビュアー

自社製
入力ツール

其の一
作業者

其の

其の一：ガントチャート・ビュアー



其の二：PSLX/Excelインタフェース

其の三：PSLX情報連携サーバ



其の四：PSLXデータ定義ツール

其の五：簡易Ｗｅｂ構築キット



其の六：プログラムサンプル集
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デモシナリオ１：進捗管理

PSLX-RDB

ＰＳＬＸサーバ

PSLX-RDB

Ｗｅｂサーバ

PSLX

③実績を バ

PSLX
サイト

①現場で作業指
③実績をサーバ
にアップロード

①現場で作業指
示をダウンロード

Ｅｘｃｅｌ Ｗｅｂブラウザ

②作業実績を
Ｅｘｃｅｌ上で記入

④作業実績をブ
ラウザで照会

デモシナリオ２：作業指示

④ガントチャート
の表示

③作業指 装

ＰＳＬＸサーバガントチャート
ビュアー

（当日の朝）

③作業指示と装
置情報を照会

（当日の朝）

⑦追加分をリアル ②指 を バ⑦追加分をリアル
タイムに表示

②指示をサーバ
にアップロード

Ｅｘｃｅｌ

（前日の夕方）

⑥作業指示の追
加依頼を送信

（前日の夕方）

①作業指示を
Ｅｘｃｅｌ上で記入

⑤緊急に作業指
示を追加示を追加



デモシナリオ３：カスタマイズ

PSLX RDB
ＰＳＬＸサーバ

PSLX-RDB
Ｗｅｂサーバ

PSLX
サイト②連携サ バの

③Ｗｅｂサーバのサイト

生成

②連携サーバの
項目を変更

③
設定を変更

PSLX定義
ファイル

RDB定義
ファイル

サイト定義
ファイル

ＰＳＬＸ定義
ツ ルツール

①指示項目を追
加

④ブラウザで変
更を確認

加
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ITカイゼンツールでできること

メールに代わって、意味あり情報を特定の相手にプッ
シ できますシュできます。

Excelをフロントエンドとして、個人のデータを部門や組
織で共有できます織で共有できます。

ガントチャートをダイナミックに表示し、作業進捗を見える
化します化します。

基幹システムから情報を抜き出し、独自の情報を付加し
た改善提案ができますた改善提案ができます。

部門を越えた情報連携を、個人のレベルで簡単に構築
できますできます。

なにからはじめるか？

業務機能を再定義する

業務情報（の流れ）を再定義する

現実の組織やＩＴ資産と対応づける

事前準備

現実の組織やＩＴ資産と対応づける

個々の情報の辞書を作成

主要な情報の流れをチ ク 問題発見主要な情報の流れをチェック

問題のある流れの関連部門を調査

問題発見

“ＩＴカイゼン”用ツールで情報共有

“ＩＴカイゼン”用ツールで情報連携 “ＩＴカイゼン”ＩＴカイゼン 用ツ ルで情報連携

必要なら外部の製品でシステムを拡張
の実施



製造現場での導入ステップ

対象業務を選定

業務フローを定義

業務ドキュメントと項目を選択 約業務ドキュメントと項目を選択

ＰＳＬＸ構築ツールにて定義ファイル生成

ＲＤＢの生成

約
１
週ＲＤＢの生成

Ｗｅｂサイトの設定

週
間
（
５Ｅｘｃｅｌシート準備

必要データの準備

５
日
）

必要デ タの準備

運用開始
）

業務ドキュメントの種類

実績作業得意先 作業者能力 販売計画 在庫オーダ

（業務ドキュメントの種類）

実績作業
予定ロット
実績ロット
予定タスク
実績タスク

得意先
仕入先
製品
資材
品目構成

作業者能力
資源能力
生産工程
生産手順
在庫工程

販売計画
購買計画
生産計画
在庫計画
能力計画

在庫オーダ
能力オーダ
製品在庫
資材在庫
在庫移動実績 実績タスク

装置状態
品目構成
装置
作業者
装置能力

在庫工程
品質工程
保守工程
企業カレンダ

能力計画
受注オーダ
発注オーダ
生産オーダ

在庫移動実績
入荷実績
出荷実績
予定作業

（実績作業） アプリケーション名
（作業指示） アプリケーションID

通信用アドレス

サーバ機能 クライアント機能 実装レベル 業務ドキュメント番号

業務オブジェクト名 Operation
業務オプション名

実装レベル

業務ドキュメント名 OperationRecord

720

（実績作業） アプリケーション名
（作業指示） アプリケーションID

通信用アドレス

サーバ機能 クライアント機能 実装レベル 業務ドキュメント番号

業務オブジェクト名 Operation
業務オプション名

実装レベル

業務ドキュメント名 OperationRecord

720

（在庫移動実績） アプリケーション名
（作業指示） アプリケーションID

通信用アドレス

業務オブジェクト名 Operation
業務オプション名

業務ドキュメント名 InventoryRecord （在庫移動実績） アプリケーション名
（作業指示） アプリケーションID

通信用アドレス

業務オブジェクト名 Operation
業務オプション名

業務ドキュメント名 InventoryRecord

Add Add 0, 1, 2 業務オプション番号
Change Change 0, 1, 2
Remove Remove 0, 1, 2 作成日
Notify Notify 0, 1, 2 更新日
Sync Sync 0, 1, 2 更新日
Get Get 0, 1, 2 更新日

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2

0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

0, 1, 2
0, 1, 2
0, 1, 2

1/1

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

Add Add 0, 1, 2 業務オプション番号
Change Change 0, 1, 2
Remove Remove 0, 1, 2 作成日
Notify Notify 0, 1, 2 更新日
Sync Sync 0, 1, 2 更新日
Get Get 0, 1, 2 更新日

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2

0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

0, 1, 2
0, 1, 2
0, 1, 2

1/1

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

通信用アドレス

サーバ機能 クライアント機能 実装レベル 業務ドキュメント番号
Add Add 0, 1, 2 業務オプション番号
Change Change 0, 1, 2
Remove Remove 0, 1, 2 作成日
Notify Notify 0, 1, 2 更新日
Sync Sync 0 1 2 更新日

実装レベル

0, 1, 2
0, 1, 2

業務オプション名

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

0, 1, 2 1/1

0 1 2

630

通信用アドレス

サーバ機能 クライアント機能 実装レベル 業務ドキュメント番号
Add Add 0, 1, 2 業務オプション番号
Change Change 0, 1, 2
Remove Remove 0, 1, 2 作成日
Notify Notify 0, 1, 2 更新日
Sync Sync 0 1 2 更新日

実装レベル

0, 1, 2
0, 1, 2

業務オプション名

　　　　．　　　　　．　　　　　　
0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　

0, 1, 2 1/1

0 1 2

630

項目名 キー 複数 必須 標準 業務プロパティ名 表示名 説明 型 内部型 備考
指示ID TRUE operation-id このオブジェクトのキーとなる識別名 char
指示クラス operation-class このオブジェクトが属するクラスの名称 char
指示取引先ID operation-party-id このオブジェクトに関係する取引先の識別名 char
指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char
指示オーダID operation-order-id このオブジェクトに関係するオーダの識別名 char
指示品目ID operation-item-id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char

項目名 キー 複数 必須 標準 業務プロパティ名 表示名 説明 型 内部型 備考
指示ID TRUE operation-id このオブジェクトのキーとなる識別名 char
指示クラス operation-class このオブジェクトが属するクラスの名称 char
指示取引先ID operation-party-id このオブジェクトに関係する取引先の識別名 char
指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char
指示オーダID operation-order-id このオブジェクトに関係するオーダの識別名 char
指示品目ID operation-item-id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char

Sync Sync 0, 1, 2 更新日
Get Get 0, 1, 2 更新日

項目名 キー 複数 必須 標準 業務プロパティ名 表示名 説明 型 内部型 備考
指示ID TRUE operation-id このオブジェクトのキーとなる識別名 char
指示クラス operation-class このオブジェクトが属するクラスの名称 char
指示取引先ID operation-party-id このオブジェクトに関係する取引先の識別名 char
指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char

0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　
　　　．　　　　　．　　　　　　0, 1, 2Sync Sync 0, 1, 2 更新日

Get Get 0, 1, 2 更新日

項目名 キー 複数 必須 標準 業務プロパティ名 表示名 説明 型 内部型 備考
指示ID TRUE operation-id このオブジェクトのキーとなる識別名 char
指示クラス operation-class このオブジェクトが属するクラスの名称 char
指示取引先ID operation-party-id このオブジェクトに関係する取引先の識別名 char
指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char

0, 1, 2 　　　　．　　　　　．　　　　　　
　　　．　　　　　．　　　　　　0, 1, 2

指示品目ID operation item id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char指示品目ID operation item id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char
指示オーダID operation-order-id このオブジェクトに関係するオーダの識別名 char
指示品目ID operation-item-id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char

指示計画ID operation-plan-id このオブジェクトに関係する計画の識別名 char
指示オーダID operation-order-id このオブジェクトに関係するオーダの識別名 char
指示品目ID operation-item-id このオブジェクトに関係する品目の識別名 char
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つなげる力が競争力（社内連携）

ケテ ング 研究部門 業務情報の流れ方 つながり方マーケティング
部門

研究部門
技術部門

製品開発
業務

業務情報の流れ方、つながり方
が組織の実体（競争力）である

ニーズ系
（要求）

シーズ系
（技術）

立上げ期、
変革期など

ダイナミズム

定常時 非定常時

系

製造、
調達業務

販売業務
顧客サービス

ダイナミズム

リソース系
（人・モノ・

金） 財務・労務部門

常にモードの切替あり！
半定常時の体制づくりが必要



製造業のかたち

トップマネジメント
方向性

ビジョン 規範

企業の情報連携
プラットフォーム 予想外の

トップマネジメントジョン 規範

プラットフォ ム

横の連携

予想外の
連携不急の連

携
創発的
な連携

定常的な縦の連携
非常事態
の連携

部署間の連携が企業の競争力！！！

人材育成

連携
縦の連携 の連携

新事実

現場からのボトムアップ

新しい知見 知識醸成

そこに行けば 誰でもつながる
何かがある！！

誰でも ながる
出入り自由！

ＰＳＬＸ関連書籍

現場発“ＩＴカイゼン”
マ アル

ＰＳＬＸ標準仕様書Ｖ２
第 部「 タ プライズ デマニュアル

第一部「PSLXﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築ガイド」

第二部「PSLX標準ツール利用ﾏﾆｭｱﾙ」

第一部「エンタープライズモデル」

第二部「業務アクティビティモデル」

第三部「業務オブジェクトモデル」

「 ジ 情 デ第三部「PSLXＷｅｂサーバ構築ガイド」

最四部「PSLX業務ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾘﾌｧﾚﾝｽ」

第四部「オントロジと情報モデル」

第五部「ＸＭＬスキーマ」

第六部「ＲＤＢスキーマ」

共通コンポーネント
実装マニュアル ＯＡＳＩＳ ＰＰＳ仕様書

（日本語版）第一部「ドキュメントサービス（ﾚﾍﾞﾙ1）」

第二部「ドキュメントサービス（ﾚﾍﾞﾙ2）」

第三部「メッセージングサービス」

（日本語版）
第一部「コア要素」

第二部「業務メッセージ」

第 部「プ イ 記述第四部「アプリケーション・ｲﾝﾀﾌｪｰｽ」 第三部「プロファイル記述」



ＩＴカイゼン用ＣＤ－ＲＯＭ

現場発ＩＴカイゼンマニュアル
プラットフォーム構築ガイド

標準ツール利用マニュアル

Ｗｅｂサーバ構築ガイド

業務ドキ メント利用マニ アル業務ドキュメント利用マニュアル

ツール
ＰＳＬＸ開発ツール

ガ ト トビガントチャートビューア

Ｅｘｃｅｌインタフェース

ＰＳＬＸサーバ／クライアント

ＰＳＸＬＷｅｂサーバＰＳＸＬＷｅｂサ バ

ＰＳＬＸ共通コンポーネント

実装マニュアル最新バーション

ＯＡＳＩＳ ＰＰＳ仕様書

付録

１１月２４日（火）にＷｅｂにて公開！

２００９年６月２４日リリース

ITカイゼン支援事業（有償サービス）

担当者個人向け 法人・事業所向け

①PSLX技術情
報セミナー開催

①現状分析・個
別診断

①課題設定

②ビジネスモデ
①データ整備計
画支援

フェーズ０ フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

報セミナ 開催
②ITカイゼンセ
ミナー開催
③ITカイゼン

別診断

②プラットフォー
ム構築支援

③情報モデル

②ビジネスモデ
ル作成支援
③ITカイゼン型

業務システム開

画支援
②ITパッケージ
導入支援

③外部連携イン
フォーラム運営

③
作成支援 発（自社開発）

③
タフェース構築

ＡＰＳＯＭ窓口対応 ＡＰＳＯＭ窓口対応 APSOM会員企業 ＡＰＳＯＭ会員企業

仕様書、
テキスト類

ITカイゼン
ツール類

各社固有
ツール類

業務
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

ＡＰＳＯＭ窓口対応 ＡＰＳＯＭ窓口対応 APSOM会員企業 ＡＰＳＯＭ会員企業

セミナー講師 APSOM会員 APSOM会員 APSOM会員

テキ 類 類 ツ ル類 ﾊ ｯｹ ｼ
ｿﾌﾄ類

エバンジェリスト コンサルタント コンサル企業 パケージベンダ



セミナーのご案内（ＡＰＳサミット）

シンポジウム
日時：２００９年１２月１０日（木） １３：００～１６：５０

場所：ＡＮＡインターコンチネンタルホテル

参加費：無料（事前登録制）参加費：無料（事前登録制）

共通テーマ：生産現場の情報を活かす“ＩＴカイゼン”

ユーザ向け実践セミナー
日時：２００９年１２月１１日（金） １０：００～１８：００

場所 製造科学技術センタ 会議室場所：製造科学技術センター会議室

対象：製造業の現場発ＩＴカイゼンの実施者または推進者

講師：西岡靖之（法政大学）

内容：事例を用いて、ＩＴカイゼンを実施するための手順を解説します。参加者には
ノートＰＣを持ち込み、簡単な連携システムをその場で構築していただきます。

参加費：１万円（上記対象者外の場合は３万円）参加費：１万円（上記対象者外の場合は３万円）

ご清聴 ありがとうございました。

ＮＰＯ法人ものづくりＡＰＳ推進機構

http://www apsom org/http://www.apsom.org/


